










ル王国においては、ギ ャネン ドラ国王が全権を掌握 し、絶対君主制を再
現 しようと企てた為、国民の猛烈な反発を受け、王制そのものの存在が
危 うい状態 に陥っている。 もう一つ、ブータン王国においては、ワンチュ
ク国王が 自らの王位 に定年制を敷 く等の民主化に着手 し、更 には新憲法
が制定 される2008年 にその王位 を皇太子に譲位 し退位することを発表
するなど、国民を驚かせている。国王の指示で最高裁判所長官を中心 と
した憲法制定委員会において、立憲君主制に基づ く、新たな憲法草案が
出来上が り、国王自ら先頭に立 ち、皇太子 と共に全国を歴訪 しなが ら国
民に内容の説明を行い、最終的な手続 きへと着実に前進 している。
ここに、まだ不完全ではあるが、その全文の訳を試みた。この憲法は、
34章 、345条 にも及ぶ比較的長編憲法であ り、宗教用語等 を意図的に使
用 している為、現代 日本語に訳する際に困難に直面 したが、注釈などを
付けることによって、出来るだけ原文のニュアンスを忠実に生かせるよ
う努めた。その為、意訳 よりも直訳的な要素が多 く、文章が滑らかでな
い為、今後、更に数回訳 し直す覚悟で、取 り敢 えず内容を資料 として提
供することに努めた。
各方面からの御批評並びに御批判 を頂 き、 より良い訳へ向かっての一
歩にしたい と願 ってお ります。また、内容等 に関する建設的な御助言等、
あ りましたら訳者の責任 において最高裁判所長官ヘフィー ドバ ックを行
いたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。
ペ マ ギ ャルポ
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常に、国家の主権を強固なものとし、自由の天恵を守 り、正義 と平和 を
保障 し、人々の結束、幸福及び福祉を高めることを我ら自身に厳粛に誓う。
===年==月==日 、 こ れ を ブ ー タ ン王 国 の 憲 法 と して定 め 、 こ こ に
公 布 す る。
第1章 ブ ー タ ン王 国
1条 ブータンは主権王国であ り、その主権はブータン国民に存する。
2条 政治形態は、民主的立憲君主制である。
3条 ブータンの国際的国境は、不可侵であ り、又如何 なる領域や国境
の修正も国民議会議員総数の4分 の3以 上の同意により決せ られ
ることとする。
4条 ブータンの領土は、郡(1)及び市(2)より成 り立つ20の 県(3)によって構成
される。如何なる県又は郡の領域及び境界の修正も、国民議会議
員総数の4分 の3以 上の同意により決せ られることとする。
5条 ブータンの国旗及び国章については、本憲法の補則第1条 に規定
する。
6条 ブータンの国歌 については、本憲法の補則第2条 に規定する。
1ゲ ェ オ ク(Gewog)
2ト ォ ル ム デ(Thromde)
3ゾ ォ ン ガ ッ ク(Dzongkhags)
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7条 ブー タンの建国記念 日は、毎年12月17日 とする。
8条 ゾンカ語はブータンの国語である。
9条 本憲法は、国家の最高法規である。
10条 ブータン領土において有効 な全ての法律は、国会 による変更、破
棄又は改正が行なわれるまで、有効 なものとする。但 し、如何 な
る法律規定も、本憲法が効力を発する前 または後に制定 されたか
に関わらず、本憲法と一致 しないものは、無効 とする。
11条 最高裁判所は、本憲法の保持機関であ り、その解釈 に最終権限を
有する。












月17日 に厳かに即位 して以来、正統 な子孫によって、以下の
ように継承 されて きた。
(a)合 法的な婚姻の下に誕生 した子孫にのみ認められる。
(b)ブ ータン国王の退位又 は崩御 を受け、直系子孫への世襲継承
によって認められる。年功序列の順、又王子は王女に優先権
4政 教 一致 を意 味 し、 その2元 性 又 は2重 性 を指 す 。政 教分 離 の反語 。
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を持ち、必要条件の下に認められる。又、最年長王子 に不足
が生 じた場合 には、ブータン国王の神聖な職務 により王位に
最 も相応 しい王子又は王女を選 び、その即位 を宣する。
(c)王 妃が妊娠中にブータン国王が崩御 した場合、も し第3条


















第7条 下記項 目に該当する場合 には、第9条 の下、摂政委員会が置か
れる。




5原 文 ゾ ンカ語版 で は、 「プ ンタ ンカの城」 となって い る。





第8条 下記の者によ り構成 される摂政委員会は、本憲法の下、ブータ
ン国王 に与えられた諸権限を連帯責任 において行使する。
(a)国 王諮問機関(7)により任命 された、王家の年長者。




(f)野 党 党 首 。
第9条 第7条(b)及 び第7条(c)に 該当する場合 において、法定
推定継承者が21歳 に達 している場合、法定推定継承者 とされ
るブータン国王の子孫が、その権利により摂政委員会の代わり
に、摂政 となる。
第10条 摂政委員会委員は、 自らの責任 を忠実 に果たす ことを国民議会
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の年金及び資産に対する徴税の免除。
第14条 国王諮問機関は、ブータン国王 によって任命 される2名 及び内
















合承認勅令(kasho)の 写 しは、国民評議会へ回付 される。
(c)大 赦、特赦及び減刑の許可。
(d)国 民議会に提出する法案及びその他の事項に対する指揮。






9貴 族 の 身分 を指 す 、或 い は、マ レー シ アの タ ン、 シ リ又 は ダ トゥに類 似
した意 。















(i)官 公庁業務普及促進委員会からの推薦 に基づ く名簿から防衛
軍の長。
(j)第28章 第2条 に該当する司法長官。
(k)総 理大臣からの推薦 に基づ くブー タン中央銀行総裁。
(1)第29章 第1条 に該当す る賃金委員会委員長。
(m)総 理大臣からの推薦 に基づ く内閣官房長官。
(n)国 民議会議長及び国民評議会議長からの推薦 に基づ く各議会
の事務局長。
(o)総 理大臣からの推薦 に基づ く大使及び領事。






精神障害に陥った場合 には、第21条 、第22条 、第23条 、第
24条 及び第25条 に規定 される手順に従い、国会の両院合同会
議による決議 を受け、王位を退位する。
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第22条 ブータン国王は、国王 自身又は代理人を通 し、書面又は国会の
両院合同会議での演説により動議 に返答出来る。
第23条 ブータン最高裁判所長官は、第21条 で規定 された国会の両院
合同会議 において議長 を務める。
第24条 国会の両院合同会議において、国会議員総数の4分 の3以 上の





第26条 国会は、国民投票を行なわず して、如何 なる法律の制定及び第
1章 第2条 及び本章の条項を改正する権力 を行使 しない。
精神的遺産第3章




第3条 国家の精神的遺産 を促進すると共に、ブータンの政治か ら宗教
を分離 し、その存続 を保障することは、宗教組織及び聖職者の
責任である。宗教組織及び聖職者は、政治 を超えて存続する。
ブ ー タ ン 国 王 は 、4人 の 大 師(Lopon)(11)か ら の 推 薦 に基 づ き、第4条




な存在、並 びに ドゥルクパ ・カギュー派(Druk-lu)(13)に応 じて
定められた博学で尊敬 に値する僧をブータンの中央僧院の大僧
正(JeKhenpo)と して任命する。










第1条 国 家 は 、 国 民 の 社 会 的 及 び 文 化 的 生 活 を よ り豊 か に す る 為 、
"遺 跡"
、"芸 術 的 又 は 歴 史 的 に 重 要 な 場 所 及 び 物 体"、"城
(Dzongs)"、"神 殿(Lhakhangs)"、"寺 院(Goendeys)"、"聖 地
(Nyes)"、"仏 像 、仏 画 及 び仏 典(Ten-sum)"、"言 語"、"文 学"、
"音 楽"
、"視覚 芸 術"及 び"宗 教"を 含 む 国 家 の文 化 遺 産 の 保 存 、
保 護 及 び促 進 に努 め る。
第2条 国家は、文化を発展の強力 な原動力 と認識 し、進歩的社会のよ
うに持続可能な伝統的な価値及び制度の継続的発展の強化及び
促進 に努める。
12kedは 優 れ た又 は博 学 を意 味 し、dzogは 完 壁 さを意 味 す る。バ ジ ュ ラャ
ナ修行 の修了 と進 化 の段 階 を成 し遂 げ た状 態 を指 す。
13シ ャブ ドゥル ング ・ガ ワ ン ・ナム ギ ェ ル に よって 確立 され た ブ ー タ ン仏
教 の 宗派 。
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(d)安 全で健康的な環境 を保障す る。
第3条 政府は、国家の自然資源の保存及び生態系の破壊 を妨げる手段












第2条1958年12月31日 、又はそれ以前にブー タンに居住 した者及
びその氏名がブータン政府の公式記録 に登記されている者 は、
登記によるブータン国民である。
第3条 帰化による国籍取得 を申請する者は、下記項 目に該当しなけれ
ばならない。






(e)ブ ータン国王、王国及び国民に対する反逆活動 を行 なった記
録 を持たない者。




第4条 帰化による国籍の授与は、ブータン国王の勅令 によって付与 さ
れる。





















































弁 される権利 を有す る。
第21条 本憲法によって与えられた権利にも関わ らず、国が下記項 目に
直面 した場合、本章の如何なる規定 も、法による道理 にかなっ
た制限の支配か ら国を妨げることは出来ない。




(e)国 家業務又は公的職務の遂行 に関連 して受け取 った情報の暴
露。
(f)他 の者の権利 と自由。
第22条 ブータンにいる全ての人々は、本章第21条 及び法律 によって
規定 された手順に従い、本章によって与えられた権利の執行 に
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第5条 何人 も、他 の者を傷害、拷 問又は殺す行動、テロリズム、女
性、子供又はその他の者の虐待を許容又はそれに参加 してはな
らず、そのような行動を防 ぐ必要な手段を執 ることが出来る。
第6条 何人 も、自然災害時及び事故の被害者に対 し、最大限の可能な
範囲において、救助を行なう責任 を負 う。
第7条 何人 も、公共財を守る責任 を負 う。
第8条 何人 も、法律に応 じ、税金 を納める責任を負 う。
第9条 全ての人は、正義 を支持 し、不正行為に対抗 して行動する義務
を負 う。






第1条 国家は、世界の平和 と友好に専心 した進歩的で豊かな国家にお
いて、ブータン国民の高い生活水準 を保障する為、本章に定め
られた国政原理の適用 に努める。
第2条 国 家 は、 国民 総 幸 福 量(GrossNationalHappiness)の 追 求 を




























第14条 国家は、その者の仕事に対 し、公正で妥当な報酬 を受ける権利
の保障に努める。
第15条 国家は、人類の個性の完全な発展 を目指 し指導される教育 と共
に、全人口の知識、価値及び技術の改善及び向上を目的 とする
教育の供給 に努める。
第16条 国家は、10年 学級 まで、学校 の全ての子供たちに無料 の教育
を提供 し、又技術的及び専門的教育は一般的に利用出来るよう































能の監視を通 し、政府が国益 を守 り、国民の 目標 を実現するこ
とを保障する。




第6条 国会各会期の開始にあたって、ブータン国王は、チブ ドレル ・
セ レモ ニ ー(ChibdrelCeremony)(14)と 共 に両 院 合 同 会 議 に 歓 迎
され る 。 各 会 期 は 、 シ ュ ンデ ル ・プ ス ム ・ソ ッペ ェ ・テ ンデ ル
(Zhugーdrel-phunsumtshog-paiten-drel)(15)と 共 に 開 会 さ れ 、 又





14威 厳 のあ る個性 を受 け取 り、又 敬 意 を表す 為 の厳 粛 な儀式 。
15王 位繁 栄祈 願 の意 。
16吉 祥祈 願 の意 。
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議会に対 して教書を送ることが出来る。













第14条 各議会議員総数の3分 の2以 上の出席は、国民評議会又は国民
議会開会に対 しての定数を構成する。








生 じた場合、欠員 を埋める為の議員選挙は、欠員が生 じた日か
ら90日 間以内に行なわれる。
第18条 国会議員は、その責務 を帯びる前、本憲法の補則第3条 に規定
される、「地位の宣誓又は確約」 を行なう。
第19条 総理大臣、大臣、国民議会議長、副議長及び国民評議会議長は、



























第1条 国民評議会は、下記か ら構成 される25名 の議員から構成 される。
(a)20の 各県か ら1名 ずつ直接選挙 によって選出される。
(b)ブ ータン国王によって任命 される5名 の識者。
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第5条 ブータン国王は、国王直筆の署名 と印章を備えた令状 によって、
国 民 評 議 会 議 長 に ダ キ ェ ン(Dakyen)(17)の 称 号 を授 け る。
第6条 国民評議会は、年間で最低2回 召集する。
国民議会第12章



















第2条 財政法案及 び金銭法案は、国民議会のみか ら立案 される一方、











第6条 他方の議会 もまた法案を可決 した場合、その議会は、その法案
が可決 された 日から15日 間以内に承認 を求める為 ブータン国
王へ法案を提出する。




第8条 法案 を立案 した議会が、他の議会か らの修正点又は反対点の受
け入れを拒否 した場合、その法案 はブータン国王へ提出 され、
ブータン国王は、両院合同会議 において法案を審議及び議決す
るよう議会を指揮する。
第9条 他方の議会において法案が提 出された日より30日 間以内に議
決 も差戻 しもされない場合、その法案は、その議会において可
22
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第9条 予算 が、国民会議 によって会計年度が始まる前 に承認 されな
かった場合、現在の支出に対する前述の予算は、新 しい予算が
認可されるまで適用される。財源 は、徴収 され、支出は前年末
に有効だった法律に応 じて作 られる。 しか しなが ら、1つ 又は
それ以上の新 しい予算が認可 された場合、それ らは有効化 され
なければならない。
第10条 予算に含 まれない支出又は予算支出の超過 だけでな く、ある部
分の予算から他へ財源を流用する等の行為 は、法律 に応 じて行
なわれる。
第11条 一会計年度 を越える財源は、 もし支出の性格上、必要 とされた
場合、法律 に応 じて充当することが出来る。その場合、各年次
連結予算はその年の割 り当て られた財源を含む。
第12条 国会は、救済基金 を創設 し、ブータン国王は、緊急で予期 しな
い人道的救済に対 して、この基金 を使用す る特権 を有する。




第15条 外国との貿易や通商は、法律 によって規制 される。
第16条 国会は、国家安全 を守る場合 を除 き、独占を許す ような法律 を
制定 しない。
政党第15章
第1条 政党は、他のあ らゆる利益に優先 して国益を保障 し、又その目
的の為、責任ある最良の統治の実現に向け、人民の価値や希望
に基づ く選択肢を提供する。
第2条 政党は、国家統一や進歩的な経済開発 を促進 し、国家の福祉 を
保障するよう努める。
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第3条 立候補者及び政党は、選挙利益の為 に有権者の扇動 につながる
地域主義、民族主義及び宗教に訴えることは しない。




















第7条 予備選挙において多数票を獲得 した上位2政 党は、本章第5条
の下、総選挙において争 う2つ の政党として宣言される。
第8条 総選挙において国民議会の過半数の議席 を獲得 した政党は、与
党、並びに他方は、野党 として宣言 される。 しか しなが ら、欠
員が生 じたことによる補欠選挙後、もし野党が国民議会で過半
数の議席 を獲得 した場合、その政党 は与党 として宣言される。














又 は政府が第17章 第7条 により解散 された場合、本章第1条
から第8条 の規定が適用 され、国民議会 もまたそれに応 じて解
散 される。
第12条 国会は、政党の構造、機能、道徳基準及び派閥組織を法律によっ
て規制 し、又会計簿の定期的な会計監査 を通 し、政党資金の透
明性 を保障する。
公的選挙資金第16章








第3条 政党及び候補者 によって受領 された資金 は、国会にて策定され
た法律又は有効 な法律 に基づ き選挙管理委員会によって要求 さ
26
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れる綿密な監視及び監査に従 わなければならない。
内閣編成第17章
第1条 ブータン国王は、国民議会において過半数の議席 を得 た政党の
総裁又は指名を受けた者 に総理大臣としてのダキェンを授与す
る。
第2条 何人 も総理大臣職 を2期 以上続けてはならない。





第5条 同一県の選挙区か ら選出された2議 員以上に大臣として任命さ
れる権利 は与えられない。
第6条 内閣に対する不信任動議 は、国民議会総議員数の3分 の1以 上
によって提出される。
第7条 不信任動議が国民議会総議員数の3分 の2以 上 によって可決 さ
れた場合、ブータン国王によって内閣の解任 を命ぜ られる。
野党第18章
第1条 野党 は、政府及び与党が憲法の条項 に応 じて機能 し、最良の統
治 を行い、又国益の促進及び人民の希望を満たす よう努めるこ
とを保障する建設的な役割 を担わなければならない。
第2条 野党は、社会の全 ての区分 間における協調性及 び国家の統合、
結束性や調和を促進 しなければならない。
第3条 野党は、政府に対 し健全で威厳のある対立 を提供する一方、国
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第4条 暫定政府は、政府の日常業務 を遂行するが、如何 なる政策決定
の採択又は外国政府及び機関との如何なる協定に加入する権限
は与えられてない。
第5条 政府は、国民議会の解散 日か ら90日 間以内に組織 されなけれ
ばならない。
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第3条 第2章 第16条 及び第19条 の下、総理大臣を長 とす る内閣は、















第7条 内閣は、ブータン国王及び国会に対 し、集団的責任 を負 う。
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第8条 行政府は、国会によって策定 された法律又は有効 な法律の如何
なる条項 に一致 しない、又は修正、変更、もしくは変換 に影響
を持つ如何 なる行政命令、回覧、規約又は通知 を発 しない。
第21章 司法府
第1条 司法府は、国民の信用及び信頼を受け、そして国民が司法の恩
恵 を受ける為、司法の独 自性 を堅持 し、何事 にも恐れず、贔屓















第6条 任期は下記 に従 う。
(a)ブ ータンの最高裁判所長官は、5年 又 は65歳 に達するまで
のいずれか短い期間までとする。
(b)最 高裁判所裁判官は、10年 又は65歳 に達するまでのいずれ
か短い期間まで とする。
第7条 裁判長及び4人 の裁判官か ら構成されるブータンの最高裁判所
30
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は、高等裁判所の全ての事柄についての判決、命令又は決定 に
対 し上訴 を考慮する最高上訴機関であ り、又その判決や命令 を
再審理する権限を有する。








の本質的な疑問を伴 うあ らゆる事案を取 り下げることが出来、
又その事案の破棄 を決定出来る。
第10条 最高裁判所及 び高等裁判所は、本憲法及びその目的から生 じた
問題 について独占的な司法権 を持ち、各事案の状況に的確 と思
われる宣言書、命令、指示又は令状 を発することが出来る。































第1条 権限及び権力は、国民 自身の社会的、経済的及び環境的福祉 の
開発及び管理に対 し、国民の直接参加を促進する為、選出され
た地方政府 に分散及び委譲されなければならない。
第2条 ブータンは、各20県 内に県議会、郡委員会及び市委員会 より
構成される地方政府 を有する。
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(c)地 方統治の問題に対 し、地域社会及び地域団体の参加を促進
す る。
(d)国 会において制定 された法律によって規定 された、その他の
責任を果たす。
第5条 地方政府は、その財政的及び行政的能力の範囲内において、本
憲法 によって規定 された目的を達成する為に努力 しなければな
らない。
第6条 県議会は下記か ら構成される。
(a)各 郡か ら選出された2名 の代表者である郡長及び副郡長。
(b)各 市委員会か ら選出された2名 の代表議員。





第9条 市 は、市委員会委員選挙の為の選挙区に分け られる。










第15条 地方政府の委員は、その職務 を帯 びる前、本憲法の補則第3条
に規定 される 「地位の宣誓又は確約」を行 なう。













(d)地 方自治政府の 自立自給 を維持する為、国家財源の適切な割
り当てが分配される。
(e)政 府 は、包括的及び集約的な地域に根 ざした開発計画を支援
する。
(f)国 会が制定 した法律 による規定に従い、自治体 は自己の資産
及び会計に対 し借金による債務 を負 う権利が与えられる。
第19条 地方政府は、配置された公務員 による行政組織 によって支援さ
れる。




最初の会議の日よ り5年 間を任期 とする。
第22条 国会は、本章に記 された原則 を促進する為、法律 によって県知
事及び地方政府の権限及び機能を制限する。
選挙第23章
第1条 本憲法の下、国民の総合的な意思は政府の基礎であ り、 これは
定期的な選挙を通 じて表現 される。
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第2条 下記の項 目に当てはまる者は、選挙時に無記名投票にて行 なわ
れる直接成人参政権による投票権が与えられる。
(a)合 法的に発行 された市民カー ド又は国民証明書 によって証明
されるブータン国民。
(b)18歳 以 上 の 者 。
(c)投 票 日より1年 以上前 に、その選挙区の有権者調査に登録さ
れている者。


























第9条 本憲法の下、被選挙権者の要件は下記の とお りである。
(a)ブ ー タ ン 国民 で あ る こ と。
(b)最 低1年 間、当該選挙区の有権者登録簿に記載されているこ
と。






(a)ブ ータン国民以外の者 と婚姻 している者。
(b)公 職か ら解雇 された者。
(c)如 何 なる刑事犯について有罪判決及び禁固刑を受けた者。
(d)政 府に対する税金又はその他の税の未納者。
(e)正 当な理由又は根拠が無 く、法律 によって規定 された期 日及
び方法により選挙資金会計簿の提出が出来 なかった者。
(f)政 府、公営企業又は公共企業において、如何 なる職 を有する
者。
(g)国 会 によって策定 されたあ らゆる法律の下、不適任者 と認定
された者。
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(d)係 争中の裁判において1年 以上の禁固刑に罰することの出来
る罪について告発 されている、並びに立候補登録の申請以前









第3条 王立会計監査院長官職の在任期間は、5年 又は65歳 に達する
までのいずれか短い期間までとする。






第6条 国会は、年次会計報告書又 は王立会計監査院長官 より提出され
たその他の報告書 について国会へその考察 を検査及 び報告する
のに適 していると認め られた国会議員によって組織 される公的
経理委員会の5人 の委員 を任命する。



















第5条 委員会は、長所、生産力及び公正 さを促進す る為、求職、任命、
人事、研修、移動及び昇進 に関わる共通規定及び制限を全ての
行政機関に普及 させることを保障する。
第6条 委員会は、これら委員会 を含む行政上の決定に反対する訴 えを
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第10条 王 立 公 職 人 事 委 員 会 は 、 公 職 人 事 法(CivilServiceAct)に
応 じて機 能 す る。
反汚職委員会第26章
第1条 独立機関であ り王国内において汚職を防止及び阻止する為の全
ての必要な方法 を実行 し、又国会 において策定 された法律 に










第5条 委員会の調査結果 に基づ く個人、政党又は機関の起訴は、裁判
所 による判決の為司法長官の職により敏速 に引 き継がれる。

















第6条 ブー タンは、 自衛又は安全、領土統一及び主権維持以外の目的
において諸外国に敵対 して軍事力 を行使 しない。
司法長官第28章








第4条 その職務の遂行 として司法長官は、全 ての裁判に出廷出来る権
利 を有する。
第5条 司法長官は、法律 に応 じてあらゆる訴訟を創始、着手及び取 り
下げる権力 を有する。
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第8条 司 法 長 官 の 職 は 、 司 法 長 官 法(OfficeoftheAttomey
General'sAct)に 応 じ機 能 す る。
賃金委員会第29章











(a)自 然 出生 に よ る ブ ー タ ン国 民 。











第4条 基幹公務員は、再任命 に該当 しない。
第5条 国会は、基幹公務員に対 し、法律 によ り必要 とする教育水準及
びその他の要件を規定出来 る。
第6条 基幹公務員は、非常 に高い道徳性及び誠実性 を保持する。







第2条 基幹公務員 は、国会議員総数の3分 の2以 上の同意の下、不正
行為 についてのみ弾劾に処せ られる。
第3条 国会は、基幹公務員 を弾劾する、唯一の権力 を有する。
第4条 ブータン最高裁判所長官は、全 ての弾劾手順 を統轄 し、又最高
裁判所長官の弾劾については、最高裁判所の最年長裁判官が統
轄する。













(b)全 ての県議会議員総数の3分 の1以 上によって作 られた要求。
第3条 住民投票 は、税の課税、変動又は廃止に関する事柄 については
実施 されない。







又は大災害 を宣言す ることがで き、その際、政府は状況の必要
性により絶対 に必要 とされた範囲において、本憲法の条項から
逸脱する処置を講 じることが出来る。
第3条 本章第1条 及び第2条 に基づ く非常事態の宣言は、国会の両院
合同会議において国会総議員数の3分 の2以 上によつて具体的
期 日内での延長が決議 された場合 を除 き、宣言 された 日から
21日 間以内の期間において効力 を維持する。




第5条 国民議会議長又 はブータン国王 によってその動議が受理 された





に対 し適切 な指示 を与える権限が与 えられる。
第7条 非常事態宣言が施行 されている場合、第7章 第2条 、第4条 、










第1条 第2章 第26条 の条項 に従い、国会は、本章に規定 された手順
に応 じ本憲法の条項 を追加、変更又は廃止などの方法により改
正する権利を有する。
第2条 本章第1条 に基づ く憲法改正の動議は、両院合同会議における
国会議員総数の単純過半数によって提出され、国会議員総数の
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は2つ の原 文 を一 致 させ る 。
補則第1条 ブータン王国の国旗及び国章
・国 旗





龍は、国名の由来 を表 し、その純 白色は、国家の数多 くの民俗 ・言語





れを囲む2匹 の龍によって形作 られる。2重 の金剛は、聖(宗 教的)及
　き
び俗(政 治的)権 力が ヴァジュラヤナ(VajrayanaForm)(18)の 教 えに基
づ く調和を表現 している。蓮の花 は、純潔 を表 し、宝珠 は主権 を表 し、










平和及び幸福の太陽は国民(ブ ータン)の 上に輝 き続ける
補則第3条 任務の宣誓又は確約
私、(氏 名)は 、ブー タンの主権及び統合 を忠実 に堅持 し、国王、王




私、(氏名)は 、(職名)の 責任 を果たす為 に必要とされた場合 を除き、
ブータン王国政府の(職 名)で ある私の考察の下に持 ち込まれた、 もし
くは私 に知 らされた事柄 に関してあらゆる人物 に対 し直接的又は間接的
に伝える、 もしくは明らかにしないことを厳粛 に誓約する。
共訳
(ペマ ギャルポ ・本学法学部教授)
(かねだ ゆうじ ・岐阜女子大学特別研究員)
46
